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レ ポ ー ト

【
は
じ
め
に
】

　

本
町
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

納
税
活
性
化
事
務
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、、
本

年
度
か
ら
事
務
を
新
た
に
担

う
新
法
人
の
設
立
経
過
や
今

後
の
方
向
性
な
ど
を
重
点
に
、

調
査
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
観
光
情
報

発
信
の
状
況
に
つ
い
て
、
情

報
発
信
拠
点
事
業
の
実
績
や

今
後
の
方
向
性
な
ど
の
調
査

を
実
施
し
た
。
併
せ
て
、
本

町
の
観
光
情
報
発
信
の
拠
点

で
あ
る
十
勝
千
年
の
森
と
清

水
公
園
（
カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン

グ
サ
ル
ビ
ア
）
の
現
地
調
査

も
実
施
し
た
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
活
性
化
事
務
】

　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
寄
附
受
入
件
数
と
受
入

額
は
、
令
和
元
年
度
が
5
千

４
８
９
件
、
８
３
９
１
万
４

千
円
で
、
十
勝
管
内
で
は
19

自
治
体
中
11
番
目
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
２
年
度
は
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加
や
返
礼

品
の
供
給
量
の
確
保
な
ど
に

よ
り
1
万
５
千
５
５
０
件
、

1
億
９
４
８
５
万
３
２
０
０

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
約
2.3
倍
の
受
入
額
と
な

っ
て
い
る
。

　

寄
附
受
入
額
等
の
増
加
に

対
応
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

る
た
め
、
返
礼
品
提
供
事
業

者
に
よ
る
新
法
人
設
立
の
検

討
を
令
和
２
年
度
か
ら
開
始
。

令
和
３
年
３
月
に
、
ふ
る
さ

と
納
税
活
性
化
協
議
会
か
ら
、

新
法
人
設
立
の
了
承
を
得
て
、

３
月
末
日
ま
で
に
新
法
人
へ

の
参
加
意
向
確
認
を
全
事
業

者
に
行
っ
た
。
４
月
に
参
加

意
向
の
あ
っ
た
11
事
業
者
に

よ
る
設
立
会
議
を
開
催
し
、「
一

般
社
団
法
人 

十
勝
し
み
ず

物
産
振
興
機
構
」
が
設
立
さ

れ
、
町
か
ら
業
務
委
託
を
受

け
た
。
委
託
契
約
の
業
務
内

容
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
活
性
化
事
務
の
今
後
の
取
り
組
み

町
の
観
光
情
報
発
信
の
状
況

調
査
日　

令
和
3
年
５
月
19
日

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　委員会活動として閉会中に行った所管事務
調査の内容を、各常任委員会は第４回定例会
において報告しました。
　内容は要約しています。報告書の全文はホ
ームページでご覧になれます。

の
運
営
、
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
返
礼
品
開
発
な
ど

で
、
本
町
が
寄
附
額
の
８
％

を
手
数
料
と
し
て
支
出
す
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
現
行
の

取
り
組
み
が
民
間
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
寄
附
の
受

入
を
け
ん
引
す
る
仕
組
み
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

新
法
人
の
自
立
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
創
意
工
夫
や
強
み
を
生

か
し
た
商
品
開
発
全
体
の
底

上
げ
が
重
要
で
、
そ
の
前
提

と
し
て
事
業
者
全
体
が
一
丸

と
な
っ
て
協
力
す
る
体
制
が

必
要
で
あ
る
。

【
観
光
情
報
発
信
の
状
況
】

　

本
町
は
観
光
客
の
滞
在
時

間
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果

を
上
げ
る
た
め
に
情
報
発
信

拠
点
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
十
勝
清
水
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
近
い

「
清
水
公
園
」
と
、
道
内
外

か
ら
の
集
客
が
期
待
さ
れ
る

「
十
勝
千
年
の
森
」
に
情
報

発
信
の
拠
点
を
置
き
、
観
光

案
内
や
地
元
特
産
品
の
展
示

販
売
な
ど
を
通
し
て
、
町
を

訪
れ
た
方
に
情
報
提
供
を
行

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

十
勝
千
年
の
森
に
お
い
て

は
、
本
年
７
月
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
１
名
を
派
遣
す

る
見
通
し
が
立
っ
た
が
、
募

集
を
か
け
て
も
応
募
が
非
常

に
少
な
い
状
況
は
明
ら
か
で
、

売
店
業
務
を
中
心
と
し
た
職

種
の
募
集
内
容
で
は
既
に
限

界
が
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

情
報
発
信
拠
点
事
業
の
在

い
う
情
報
は
聞
い
て
い
な
い
」

と
の
答
弁
を
受
け
た
。

⑵
発
達
段
階
に
応
じ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ル

　

町
教
育
研
究
所
内
に
設
置

の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
お

い
て
、「
発
達
段
階
に
応
じ

た
身
に
付
け
さ
せ
た
い
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ル
」
を
作
成
し
て
い

る
が
、
今
後
、
児
童
生
徒
の

活
用
状
況
に
応
じ
て
、
見
直

し
の
検
討
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

⑶
教
材
ソ
フ
ト
の
研
究

　

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
お

い
て
、
教
員
に
向
け
た
「
授

業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
場
面
」

と
し
て
「
一
斉
学
習
」、「
個

別
学
習
」、「
協
働
学
習
」
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
、

授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

た
め
の
教
材
ソ
フ
ト
の
研
究

を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
教
材
ソ
フ
ト

の
導
入
を
検
討
す
る
際
に
は
、

し
た
内
容
は
次
の
と
お
り
。

⑴
学
校
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

委
員
か
ら
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

児
童
は
慣
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
担
任
１
人
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
全
児
童

を
見
る
と
な
る
と
、
授
業
が

円
滑
に
進
む
の
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
担
当
課
か
ら
は
、

「
学
校
で
は
テ
ィ
ー
ム
・
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
の
体
制
が
と
ら

れ
、
町
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
１

名
を
採
用
し
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。
ま
た
、
今
の
児
童
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
慣
れ
て
お
り
、

使
い
方
で
苦
労
し
て
い
る
と

小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
捗
状
況

調
査
日　

�

令
和
３
年
５
月
18
日

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

学
習
効
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
学
習
の
成
果
を
は
か
る

た
め
の
有
用
性
や
、
今
後
、

本
町
で
取
り
組
む
と
さ
れ
る

「
小
中
一
貫
教
育
」
と
の
整

合
性
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

⑷
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
質
の

高
い
教
育
の
推
進

　

教
員
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
推
進
に
当
た
り
、
教

育
委
員
会
で
は
、
教
員
に
負

担
な
く
授
業
を
行
っ
て
も
ら

う
た
め
、
通
信
容
量
を
し
っ

か
り
確
保
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
す
る
教
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
が
課
題
と
な
る
が
、
既

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
講
師
と

し
た
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

が
整
っ
た
こ
と
で
、
教
員
間

で
授
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

⑸
家
庭
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

想
定
し
た
研
究

　

新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
休

校
が
な
く
通
常
の
授
業
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
持
ち
帰
っ
て
の
家
庭
学

習
や
リ
モ
ー
ト
授
業
へ
の
Ｉ

　

国
が
進
め
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
受
け
、

本
町
は
、
令
和
２
年
12
月
に
、

全
て
の
小
中
学
校
へ
の
１
人

１
台
の
端
末
と
高
速
大
容
量

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
を
終
え
、
令
和
３
年
３
月

に
、「
清
水
町
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の
指
針
」
を

策
定
。
小
学
校
１
年
生
か
ら

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
９
年

間
の
連
続
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

　

本
委
員
会
で
は
、
小
中
学

校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
捗

状
況
の
調
査
を
実
施
し
た
後
、

清
水
小
学
校
と
御
影
中
学
校

に
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
の
現
地
視
察
を
予
定
し
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
緊
急
事
態
宣

言
を
受
け
、
委
員
会
室
で
両

校
の
授
業
の
ラ
イ
ブ
映
像
を

視
聴
す
る
調
査
に
変
更
し
た
。

　

本
委
員
会
で
の
質
疑
や
今

後
の
検
討
課
題
な
ど
を
整
理

Ｃ
Ｔ
活
用
は
進
ん
で
い
な
い
。

調
査
日
現
在
、
道
内
で
は
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
中
の
状

況
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

休
校
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
今

後
、
休
校
等
を
想
定
し
、
家

庭
学
習
や
リ
モ
ー
ト
授
業
へ

の
活
用
に
向
け
た
研
究
も
必

要
で
あ
る
。

⑹
家
庭
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

た
め
の
ル
ー
ル

　

児
童
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
家
庭
に
持
ち
帰
る
頻
度
が

増
え
た
時
に
、
皆
が
公
平
に

同
じ
環
境
で
勉
強
で
き
る
配

慮
が
必
要
で
あ
り
、
通
信
費

等
の
経
費
を
ど
こ
ま
で
公
費

で
負
担
す
る
か
の
ル
ー
ル
化

が
検
討
課
題
と
な
る
。
ま
た
、

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
等
、
健
康
被

害
へ
の
対
策
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
、
一
定
の
ル
ー
ル

化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
教
育
委
員
会
、
各

学
校
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

質
の
高
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

オンラインによる清水小学校、御影中学校の授業見学

オンラインによる清水小学校、
御影中学校の授業風景

り
方
に
つ
い
て
は
、
情
報
発

信
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
町
内

へ
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら

し
た
か
な
ど
、
本
来
の
成
果

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

併
せ
て
、
町
観
光
協
会
と
し

て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
３
年
間
で

実
施
し
た
情
報
発
信
拠
点
事

業
の
総
括
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
総
括
】

　

今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
活

性
化
事
務
と
観
光
情
報
発
信

拠
点
事
業
が
相
互
に
連
携
し
、

町
の
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ

し
・
魅
力
発
信
へ
の
取
り
組

み
が
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

本町で新たに開設したポータルサイト

清水公園にあるサルビア店内を視察

十勝千年の森の情報発信拠点


